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茂
吉
に
お
け
る
「
力
」

　
　
　
　
－
1
「
多
力
者
」

は
じ
め
に

に
つ
い
て
の
考
察
l
l前
田
知
津
子

　
斎
藤
茂
吉
が
柿
本
人
麻
呂
を
「
多
力
者
」
と
い
う
評
語
に
よ
っ
て
称
揚
し

た
（
注
－
）
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
み
ず
か
ら
も
ま
た
、
「
多
力
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
き
し
や

を
意
志
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
私
は
つ
ひ
に
歌
道
に
於
け
る
多
力
者
で
は
な

い
」
（
注
2
）
と
い
う
言
葉
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
多
力
者
」
と
は
茂
吉
に

ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
「
多
力
者
」
の
用

例
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
茂
吉
が
考
え
て
い
た
「
多
力
者
」
の
内
実
を
明
ら

か
に
す
る
。

　
茂
吉
の
著
作
の
う
ち
「
多
力
」
、
「
多
力
者
」
の
語
が
見
え
る
早
い
例
は
、

大
正
二
年
三
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
掲
載
さ
れ
た
次
の
文
章
で
あ
る
。

　
　
　
短
歌
の
形
式
は
不
自
由
で
あ
る
。
そ
こ
に
自
由
な
心
を
盛
る
の
は
虚

　
　
偽
に
陥
る
と
い
ふ
。
　
一
応
明
白
な
理
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
実
は
そ
の
虚

　
　
偽
な
と
こ
ろ
よ
り
力
が
湧
い
て
来
る
の
だ
。
虚
偽
の
生
ぜ
ん
と
す
る
刹

　
　
那
に
其
と
闘
ふ
力
か
ら
光
明
が
放
射
す
る
の
で
あ
る
。
力
は
障
擬
に
ぶ

　
　
つ
か
っ
て
生
ず
る
の
で
あ
る
。
短
歌
の
形
式
を
い
と
ほ
し
む
心
は
力
に

　
　
憬
る
る
心
で
あ
る
。
短
小
な
る
短
歌
の
形
式
に
紅
血
を
流
通
せ
し
め
ん

　
　
と
す
る
努
力
は
ま
さ
に
障
磯
に
向
ふ
多
力
者
の
意
力
で
あ
る
。

　
　
　
ウ
イ
ル
レ
ツ
　
ル
マ
ハ
ト

　
　
『
多
力
に
向
ふ
意
志
』
で
あ
る
（
「
3
5
歌
の
形
式
と
歌
壇
」
）
。
（
注
3
）

「
多
力
に
向
ふ
意
志
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
振
ら
れ
た
読
み
仮
名
「
ウ
イ

ル
レ
ツ
ー
ル
マ
ハ
ト
」
か
ら
二
…
チ
ェ
思
想
の
主
要
概
念
の
一
つ
で
あ
る

「
ノ
｝
く
躍
一
①
　
N
⊆
円
　
7
角
魯
O
げ
一
」
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
注
4
）
。
続
く
文
章
に
ニ
ー
チ
ェ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
引
用
が
あ
り
、

同
じ
号
に
掲
載
さ
れ
た
他
の
文
章
に
ニ
ー
チ
ェ
の
名
が
あ
が
る
こ
と
か
ら
も

そ
の
関
連
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
よ
り
積
極
的
に
「
多
力
に
向
ふ
意
志
」

が
ニ
ー
チ
ェ
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
茂
吉
自
身
の
次
の
文
章
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
。

　
　
ニ
イ
チ
エ
は
晩
年
の
書
績
に
『
私
は
こ
の
金
色
の
秋
に
、
私
の
嘗
て
経

　
　
験
し
た
最
も
美
し
い
秋
に
、
私
の
生
涯
の
回
顧
を
書
い
て
み
る
。
た
だ

　
　
私
自
身
の
た
め
に
』
と
か
う
書
い
て
あ
る
。
ニ
イ
チ
エ
は
甚
く
孤
独
を

　
　
感
じ
て
み
た
け
れ
ど
も
、
已
に
多
力
に
向
ふ
意
志
の
哲
学
の
腹
案
の
成

　
　
つ
た
時
だ
（
大
正
九
年
六
月
「
秦
皮
」
）
。
（
注
5
）

明
ら
か
に
「
多
力
に
向
ふ
意
志
」
が
、
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
る
。

　
茂
吉
が
「
多
力
」
あ
る
い
は
「
多
力
者
」
を
使
う
と
き
、
少
な
く
と
も
そ

の
初
期
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
力
」
の
思
想
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
力
」
は
、
「
3
5
歌
の
形
式
と
歌
壇
」

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
歌
人
茂
吉
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
多
く

が
短
歌
を
め
ぐ
る
問
題
と
密
接
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
あ
ら
た
め
て
「
3
5
歌
の
形
式
と
歌
壇
」
か
ら
「
多
力
（
者
）
」
に
拘
わ
ら

ず
「
力
」
の
語
を
拾
う
と
、
こ
の
短
文
の
う
ち
に
、
「
虚
偽
な
と
こ
ろ
よ
り
力

が
湧
い
て
来
る
」
、
「
闘
ふ
力
か
ら
光
明
が
放
射
す
る
」
、
「
力
は
障
磯
に
ぶ
つ

か
っ
て
生
ず
る
」
、
「
力
に
湿
る
る
心
」
、
「
努
力
」
、
「
意
力
」
な
ど
と
用
い
ら

れ
、
「
力
」
と
い
う
単
語
へ
の
執
着
あ
る
い
は
「
力
」
そ
の
も
の
へ
の
憧
憬
が
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看
取
さ
れ
る
。
「
多
力
者
」
、
「
意
力
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
後
年
の
文
章
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
た
り
き
し
や
」
、
「
い
り
き
」
（
注
6
）
と
読
み
仮
名
が
振
ら
れ
て

い
る
例
が
あ
る
。

「
多
力
」
と
い
う
訳
語
に
つ
い
て

　
用
例
の
検
討
に
す
す
む
前
に
、
「
多
力
」
と
訳
し
た
経
緯
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
「
≦
崔
o
N
ξ
ζ
8
窪
」
は
、
現
在
で
は
、
「
権
力

へ
の
意
志
」
あ
る
い
は
「
力
へ
の
意
志
」
の
訳
語
で
目
に
す
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
過
去
に
遡
っ
て
も
こ
の
場
合
の
「
ζ
9
9
ご
を
「
多
力
」
と

訳
し
た
例
は
、
茂
吉
以
外
に
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
著
作

の
中
で
、
「
≦
…
①
N
ξ
ζ
9
0
巨
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
『
ツ

ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
第
一
部
の
「
千
の
目
標
と
ひ
と
つ
の
目
標
」
の
中
の
、

諸
民
族
に
お
け
る
善
悪
は
「
彼
ら
の
力
へ
の
意
志
の
声
な
の
だ
」
と
い
う
一

節
に
お
い
て
で
あ
る
（
注
7
）
。

　
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
の
日
本
語
全
訳
（
生
田
長
江
）
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
明
治
四
四
年
一
月
で
あ
り
、
す
で
に
茂
吉
も
読
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
該
当
箇
所
は
、
「
そ
は
威
力
に
対
す
る
其
意
志
の
声
な
り
」
と

訳
さ
れ
「
威
力
」
と
い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
（
注
8
）
。
ま
た
、
茂
吉

が
注
目
し
て
い
た
和
辻
哲
郎
の
著
作
『
ニ
イ
チ
エ
研
究
』
（
大
正
二
年
一
〇
月
）

に
お
い
て
は
、
「
権
力
意
志
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
参
考
と
し
て
記
す
と
、

当
時
茂
吉
が
活
用
し
て
い
た
『
画
道
』
（
大
槻
文
彦
、
明
治
二
ニ
ー
二
四
年
）
、

『
日
本
大
辞
林
』
（
物
集
高
見
編
、
明
治
二
七
年
六
月
）
（
注
9
）
に
は
「
多

力
」
と
い
う
語
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
（
注
1
0
）
。
そ
こ
で
別
の
視
点
か
ら
こ

の
問
題
を
考
え
た
い
。

　
茂
吉
は
、
「
文
学
の
師
・
医
学
の
師
」
（
昭
和
一
七
年
三
月
「
婦
人
公
論
」
）

（
注
n
）
の
な
か
で
、
森
鵬
外
、
徳
富
蘇
峰
と
と
も
に
幸
田
露
伴
の
名
を
あ

げ
、
「
露
伴
先
生
は
私
の
少
年
時
代
か
ら
の
恩
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
が
い

で
は
じ
め
て
親
し
く
先
生
の
馨
咳
に
接
す
る
こ
と
を
得
た
」
と
記
し
て
い
る
。

「
少
年
時
代
か
ら
の
恩
」
と
は
、
「
中
学
生
時
代
か
ら
露
伴
崇
拝
で
、
丁
度
高

等
学
校
に
入
学
し
た
こ
ろ
、
読
売
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
て
み
た
、
長
篇
小
説
、

　
そ
ら
「
天
う
つ
浪
」
を
切
抜
い
て
綴
っ
た
り
」
し
た
文
学
を
通
じ
て
の
薫
陶
を
さ

し
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
文
章
に
、
『
風
流
微
塵
蔵
』
「
さ
㌧
舟
」
の
中

に
見
え
る
一
節
「
今
落
ち
か
か
れ
る
日
輪
紅
く
」
に
感
銘
を
う
け
た
時
期
を

「
中
学
校
の
二
年
生
（
四
級
生
）
」
の
頃
で
あ
っ
た
と
も
記
し
、
ま
た
別
に
、

露
伴
の
処
世
訓
的
な
文
章
は
「
益
軒
十
訓
な
ど
の
文
と
違
ひ
実
世
間
的
な
教

訓
を
織
り
ま
ぜ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
つ
し
か
少
年
の
私
の
心
に
沁
み
込
ん

で
行
っ
た
」
（
注
1
2
）
と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
右
に
示
し
た
回
想
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
茂
吉
は
少
な
か
ら
ず
露
伴

に
親
表
し
て
い
た
。
茂
吉
に
お
け
る
露
伴
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
茂
吉
・
露

伴
周
辺
の
人
び
と
、
ま
た
研
究
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
い
く
つ
か
の
発
言

が
見
ら
れ
る
が
、
以
下
に
示
す
二
つ
の
意
見
に
代
表
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
一
つ
は
土
屋
文
明
の
「
少
年
の
時
の
愛
読
か
ら
晩
年
機
会
を
得
て
露
伴

に
親
し
く
し
た
が
、
そ
の
影
響
は
案
外
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
用
語
の
癖

ぐ
ら
い
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
注
1
3
）
と
す
る
発
言
で

あ
り
、
一
つ
は
北
住
敏
夫
の
「
露
伴
か
ら
は
何
よ
り
も
意
力
的
な
処
世
態
度

や
人
生
観
を
学
び
取
っ
た
の
で
あ
る
」
（
注
1
4
）
と
す
る
発
言
で
あ
る
。
一
見
、

対
立
す
る
か
に
見
え
る
意
見
も
、
土
屋
発
言
を
文
学
上
の
立
場
か
ら
、
北
住
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発
言
を
実
生
活
上
の
立
場
か
ら
の
見
解
と
理
解
す
る
と
、
両
意
見
は
相
互
補

完
の
関
係
に
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
両
氏
の
発
言
の
う
ち
、
こ
こ

で
は
、
「
用
語
の
癖
」
、
「
処
世
態
度
」
に
お
い
て
影
響
を
受
け
た
と
す
る
見
解

に
注
目
し
て
お
く
。

　
こ
こ
ま
で
茂
吉
の
露
伴
に
対
す
る
態
度
を
示
し
、
土
屋
・
北
住
両
氏
の
意

見
を
引
用
し
た
の
は
、
茂
吉
に
お
け
る
露
伴
の
影
響
を
確
認
す
る
た
め
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
茂
吉
が
少
年
時
代
に
読
み
、
影
響
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
に
く
　
　
　
た
り
き

た
露
伴
著
「
霧
護
精
舎
雑
筆
」
其
二
十
六
に
見
え
る
一
節
、
「
忍
辱
は
多
力
な

り
」
（
注
1
5
）
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
重
要
な
意
味
を
帯
び
て
く
る
（
注
1
6
＞
。

「
多
力
」
の
語
か
ら
、
そ
れ
を
駆
使
す
る
者
の
謂
い
で
あ
る
「
多
力
者
」
の

語
ま
で
の
距
離
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

　
後
年
茂
吉
は
、
幸
田
露
伴
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
此
思
想
（
永
遠
回
帰
の
説
f
引
用
者
）
の
如
き
は
既
に
先
生
が
初
期

　
　
の
小
説
に
於
て
幾
た
び
も
取
扱
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
の
外
国

　
　
文
学
接
触
は
多
く
英
語
を
通
し
、
ニ
イ
チ
エ
の
場
合
で
も
英
訳
に
拠
つ

　
　
た
も
の
だ
が
、
そ
の
摂
取
の
有
様
が
最
初
か
ら
同
化
的
な
の
で
、
西
洋

　
　
の
香
を
ば
批
評
家
が
見
免
す
の
で
あ
る
（
昭
和
＝
二
年
六
月
「
文
学
」
）
。

　
　
（
注
1
7
）

露
伴
に
英
訳
を
通
じ
て
の
ニ
ー
チ
ェ
摂
取
を
み
と
め
る
発
言
で
あ
る
。
ま
た
、

『
幸
田
露
伴
集
』
（
東
方
書
局
、
昭
和
二
二
年
一
一
月
）
の
「
解
説
」
で
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
翁
（
露
伴
一
i
引
用
者
）
の
業
績
を
総
覧
す
れ
ば
、
埃
及
的
・
希
騰
的
・

　
　
羅
馬
的
即
ち
西
方
的
で
な
く
、
日
本
的
・
支
那
的
・
印
度
的
即
ち
東
方

　
　
的
で
あ
る
。
さ
れ
ば
長
篇
謡
う
つ
浪
に
ニ
イ
チ
エ
の
ツ
ア
ラ
ツ
ス
ト
ラ

　
　
が
説
い
た
永
遠
回
帰
説
を
織
込
ま
せ
て
も
、
そ
の
浮
ん
で
来
る
と
こ
ろ

　
　
は
三
世
輪
廻
の
色
調
で
あ
っ
た
。
（
注
1
8
）

こ
の
文
章
と
先
に
示
し
た
「
中
学
生
時
代
か
ら
露
伴
崇
拝
で
、
丁
度
高
等
学

校
に
入
学
し
た
こ
ろ
、
読
売
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
て
み
た
、
長
篇
小
説
、
「
天

う
つ
浪
」
を
切
抜
い
て
綴
っ
た
り
」
し
た
と
の
述
懐
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

「
天
う
つ
波
」
の
翻
読
が
茂
吉
に
お
け
る
間
接
的
な
ニ
ー
チ
ェ
受
容
の
経
路

と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
り
、
露
伴
に
傾
倒
し
て
い
た
茂

吉
の
詩
嚢
に
蔵
さ
れ
た
「
多
力
」
の
語
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
］
≦
8
巨
」
を
訳

す
る
際
に
選
び
と
ら
れ
た
と
の
推
測
も
不
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
「
多
力
」
が
、
露
伴
か
ら
受
容
し
た
語
彙
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
を

示
し
た
。
ま
た
、
冒
頭
に
示
し
た
「
3
5
歌
の
形
式
と
歌
壇
」
に
見
え
、
こ
れ

以
後
、
茂
吉
の
文
章
に
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
「
紅
血
」
の
語
に
つ
い
て

述
べ
て
お
く
。
こ
の
単
語
は
現
在
で
は
あ
え
て
、
誰
の
影
響
と
論
う
ま
で
も

な
い
普
通
名
詞
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。
少
な
く
と
も
、
前
記
の
『
言
海
』
、
『
日
本
大
辞
林
』
に
未
収
載

で
あ
る
「
紅
血
」
が
、
露
伴
著
『
努
力
論
』
（
明
治
四
五
年
七
月
）
中
の
「
運

命
と
人
力
と
」
に
見
え
る
語
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二
　
多
力
者
と
は
何
を
為
し
得
る
「
力
」
か

実
際
に
「
多
力
者
」
の
用
例
を
見
て
い
く
。

　
　
短
歌
に
は
こ
の
詩
形
特
有
の
『
い
の
ち
』
が
あ
る
。
（
中
略
）
／
人
間

　
と
し
て
の
我
等
の
生
命
が
こ
の
詩
形
特
有
の
『
い
の
ち
』
に
融
合
し
、
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乃
至
如
是
光
明
を
摂
取
す
る
に
方
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
障
擬
を
燃
焼
し
壼

　
　
す
多
力
者
の
意
力
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
大
正
二
年
七
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。

　
　
（
注
1
9
）

右
の
文
章
に
は
、
「
3
5
歌
の
形
式
と
歌
壇
」
に
見
え
た
「
多
力
者
の
意
力
」

の
表
現
が
用
い
ら
れ
、
こ
こ
で
多
力
者
は
、
詩
形
特
有
の
「
い
の
ち
」
に
融

合
し
、
辛
辛
を
燃
焼
し
尽
く
し
得
る
「
力
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に
あ
げ
る
の
は
、
古
泉
千
樫
の
短
歌
「
た
た
な
つ
く
稚
蚕
乳
の
ほ
の
ぬ

く
み
か
な
し
き
か
も
よ
み
こ
も
り
ぬ
ら
し
」
に
対
す
る
評
言
中
に
見
え
る
例

で
あ
る
。

　
　
先
づ
第
一
に
事
象
を
重
ん
ず
る
。
（
中
略
）
現
世
の
事
象
を
飽
く
ま
で
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
つ
め
る
事
を
知
っ
て
み
る
。
見
つ
め
得
る
多
力
者
で
あ
る
。
『
稚
柔
軟
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ほ
の
ぬ
く
み
』
な
ん
か
で
も
我
等
な
ら
ば
軽
々
に
過
ぎ
て
仕
舞
ふ
処
を

　
　
ち
ゃ
ん
と
落
付
い
て
観
察
し
て
み
る
（
大
正
三
年
九
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。

　
　
（
注
2
0
）

見
つ
め
得
る
者
が
多
力
者
で
あ
る
と
す
る
。
茂
吉
の
歌
論
で
あ
る
「
実
相
観

入
」
を
想
起
さ
せ
る
文
章
で
あ
り
、
明
ら
か
に
、
事
象
を
見
つ
め
得
る
「
力
」

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
次
の
例
で
は
「
力
者
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
「
多

力
者
」
と
同
義
と
見
て
よ
い
。

　
　
「
熱
く
る
日
に
」
の
作
者
は
生
を
凝
視
し
得
る
力
者
で
あ
る
。
又
物
の

　
　
呼
吸
、
物
の
命
を
極
め
て
敏
に
確
か
に
捉
へ
得
る
力
者
で
あ
る
。
此
事

　
　
は
一
巻
全
体
を
通
じ
て
言
ひ
得
る
。
故
正
岡
先
生
は
物
の
命
を
捉
へ
よ

　
　
然
ら
ば
歌
は
易
々
と
し
て
出
来
る
と
云
は
れ
た
。
夕
暮
氏
は
宣
言
を
実

　
　
行
し
て
み
る
（
大
正
三
年
一
一
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。
（
注
2
1
）

前
田
夕
暮
の
歌
集
『
画
く
る
日
に
』
に
対
す
る
評
で
あ
り
、

物
の
命
を
捉
え
得
る
「
力
」
を
評
価
し
て
い
る
。

　
次
の
例
に
移
る
。

生
を
凝
視
し
、

　
　
童
歌
の
い
い
所
は
、
（
中
略
）
考
へ
た
歌
で
な
く
眼
前
に
開
展
す
る
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ね
ん

　
　
と
呼
吸
を
共
に
し
て
計
ら
ひ
も
何
も
な
く
、
親
旧
の
謂
ふ
『
自
然
』
の

　
　
境
に
到
っ
た
点
に
あ
る
と
思
ふ
。
好
情
詩
だ
か
ら
と
云
っ
て
主
観
を
露

　
　
は
に
出
し
て
単
に
悲
し
い
痛
ま
し
い
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
。
具
体
化

　
　
が
余
程
心
を
集
中
せ
し
め
て
津
を
壼
く
焚
燃
せ
し
め
得
る
程
の
多
力
者

　
　
で
な
け
れ
ば
六
つ
か
し
い
か
ら
で
あ
る
（
大
正
四
年
八
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。

　
　
（
注
2
2
）

「
此
歌
」
と
は
、
島
木
赤
彦
の
「
日
の
下
に
妻
が
立
つ
と
き
咽
喉
長
く
家
の

く
だ
か
け
は
鳴
き
み
た
り
け
り
」
を
指
す
。
茂
吉
は
こ
の
歌
を
評
し
て
、
目

の
前
の
自
然
と
同
化
し
親
鷺
の
「
自
然
」
の
境
地
に
到
達
し
た
一
首
で
あ
る

と
言
い
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
心
を
集
中
さ
せ
津
を
こ
と
ご
と
く
焚

燃
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
「
力
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
「
心
の
集
中
」
は
、
茂
吉
の
発
言
の
う
ち
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

例
え
ば
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
心
せ
ま
り
来
て
、
歌
を
な
さ
む
こ
と
を
欲
し
て
も
、
そ
れ
は
未
だ
混

　
　
沌
の
衝
迫
で
結
象
整
頓
の
境
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
ゑ
い
か
に
し
て
こ
れ
を

　
　
歌
に
な
さ
む
と
す
る
か
を
知
ら
な
い
。
は
り
つ
め
て
心
に
把
持
す
る
こ

　
　
と
し
ば
ら
く
に
し
て
結
象
お
の
つ
か
ら
に
し
て
な
っ
て
く
る
。
こ
の
心

　
　
力
の
集
注
、
性
命
の
醒
醸
、
群
肝
の
清
澄
は
う
れ
し
い
と
お
も
ふ
（
大

　
　
正
三
年
二
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。
（
注
2
3
）

こ
の
文
章
で
は
、
「
心
力
の
集
注
」
と
表
現
さ
れ
、
茂
吉
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
「
混

一　28　一



沌
の
衝
迫
」
を
「
は
り
つ
め
て
心
に
把
持
」
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
後
に
、

心
が
集
中
し
て
き
た
場
合
の
内
的
状
況
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
予
の
心
が
興
奮
し
集
中
し
て
来
て
、
本
気
に
歌
を
詠
ま
う
す
る
刹
那

　
　
は
ま
さ
し
く
一
腔
の
火
炎
で
あ
る
。
う
ち
に
濃
り
切
っ
た
力
の
一
団
で

　
　
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
火
炎
力
団
も
未
だ
言
語
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

　
　
多
力
者
に
苦
あ
り
非
力
者
に
は
苦
あ
る
こ
と
な
し
の
一
語
は
こ
の
際
い

　
　
ち
じ
る
し
く
光
を
放
っ
て
く
る
。
苦
悩
と
歎
息
と
の
裏
に
あ
ら
ゆ
る
障

　
　
磯
を
焚
隠
し
壼
す
と
き
、
予
の
命
は
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
言
語
に
乗
り
う

　
　
つ
っ
て
来
る
（
大
正
四
年
一
一
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。
（
注
2
4
）

心
の
集
中
が
高
ま
り
、
短
歌
を
詠
も
う
と
す
る
瞬
間
は
火
炎
力
に
脹
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
常
総
が
焚
焼
さ
れ
尽
く
す
と
き
に
「
命
は
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
言
語
に
乗
り
う
つ
」
る
の
だ
と
言
う
。

　
茂
吉
は
、
明
治
四
二
年
一
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
、
露
伴
の
「
文
人
の
自
ら

保
つ
べ
き
態
度
」
の
中
の
文
章
と
し
て
、
「
学
者
は
苦
あ
り
不
学
者
は
苦
あ
る

事
な
し
」
を
二
重
の
圏
点
を
も
つ
て
引
用
し
て
い
る
（
注
2
5
）
。
こ
の
一
節
と
、

茂
吉
の
「
多
力
者
に
苦
あ
り
非
力
者
に
は
苦
あ
る
こ
と
な
し
」
と
の
問
の
類

似
は
容
易
に
認
め
ら
れ
よ
う
。
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
茂
吉
が
引
用
し
た
露
伴
の
文

章
は
、
佳
詩
は
苦
吟
し
た
か
ら
と
い
っ
て
出
来
る
も
の
で
は
な
い
が
苦
吟
の

中
か
ら
し
か
佳
詩
は
生
ま
れ
な
い
、
と
要
約
で
き
、
そ
れ
が
右
の
引
用
文
に

踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
い
ち
じ
る
し
く
光
を
放
っ
て
く

る
」
も
の
と
は
、
み
ず
か
ら
が
感
銘
を
受
け
た
露
伴
の
一
節
で
は
な
か
っ
た

か
。　
次
に
検
討
す
る
文
章
に
は
特
に
注
意
を
払
い
た
い
。

　
　
も
と
も
と
短
歌
の
言
葉
は
確
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
吟
味
す

　
　
れ
ば
す
る
程
、
確
か
さ
が
滲
み
出
て
来
る
方
が
よ
い
と
思
ふ
。
僕
が
そ

　
　
　
　
た
り
き
し
や

　
　
ん
な
多
力
者
だ
と
自
称
す
る
の
で
は
な
い
（
大
正
八
年
九
月
「
紅
毛
船
」
）
。

　
　
（
注
2
6
）

こ
こ
に
お
い
て
の
多
力
者
は
、
短
歌
の
言
葉
を
確
定
し
得
る
「
力
」
で
あ
る
。

一
読
し
た
限
り
で
は
、
他
に
適
切
な
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
、
吟

味
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
そ
の
言
葉
以
上
に
ふ
さ
わ
し
い
語
句
が
な
い
。
読
者
に

そ
う
思
わ
せ
る
一
語
を
据
え
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
う
い
っ
た
「
力
」
で
あ

る
。
別
の
と
こ
ろ
で
、
「
短
歌
の
言
葉
は
あ
や
ふ
や
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
」

（
大
正
三
年
一
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
（
注
2
7
）
と
言
っ
た
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

　
実
作
者
の
立
場
か
ら
は
、
結
局
は
こ
の
と
こ
ろ
に
帰
着
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
茂
吉
に
お
け
る
多
力
者
と
は
、
言
語
化
す
る
力
量
に
大
き
く
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
先
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
な
種
々
の

「
力
」
、
即
ち
、
詩
形
特
有
の
「
い
の
ち
」
に
融
合
し
障
磯
を
燃
焼
し
尽
く
し

得
る
「
力
」
、
見
つ
め
得
る
「
力
」
、
生
を
凝
視
し
物
の
命
を
捉
え
得
る
「
力
」
、

心
を
集
中
さ
せ
澤
を
こ
と
ご
と
く
焚
燃
さ
せ
得
る
「
力
」
、
こ
れ
ら
は
み
な
、

短
歌
の
言
葉
を
確
か
な
も
の
と
し
て
定
着
さ
せ
る
内
的
過
程
を
言
葉
に
よ
っ

て
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
茂
吉
に
近
く
接
し
み
ず
か
ら
も
歌
人
と
し
て
作
品
を

残
し
た
佐
藤
佐
太
郎
に
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。

　
　
言
葉
を
駆
使
す
る
力
量
が
足
ら
ず
に
、
作
品
を
残
さ
な
か
っ
た
人
も
必

　
　
ず
あ
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
な
れ
ば
こ
の
自
然
を
こ
の
や
う
に
表
現
し
た

　
　
作
者
（
茂
吉
i
l
引
用
者
）
の
言
語
駆
使
の
力
量
を
も
顧
み
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
そ
し
て
一
語
一
語
は
別
に
奇
も
な
い
一
語
一
語
で
あ
り
な

　
　
が
ら
、
句
々
の
問
に
滲
む
や
う
に
し
て
全
体
か
ら
束
に
な
っ
て
放
出
す
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る
と
こ
ろ
の
勢
に
讃
嘆
し
な
け
れ
な
ら
な
い
。
（
注
2
8
）

茂
吉
が
述
べ
た
「
確
か
さ
が
滲
み
出
て
来
る
」
言
葉
に
つ
い
て
の
理
解
を
助

け
る
右
の
発
言
は
、
茂
吉
同
様
、
多
く
の
後
進
を
育
て
、
他
の
語
に
代
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
一
語
を
短
歌
の
上
に
実
現
す
る
こ
と
の
困
難
を
深
く
理
解

し
て
い
た
歌
人
の
言
葉
と
し
て
重
み
を
持
つ
。

　
と
こ
ろ
で
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
茂
吉
は
柿
本
人
麻
呂
を
「
多
力
者
」

と
し
て
賞
讃
し
た
。
「
柿
本
人
麿
私
見
覚
書
」
に
お
い
て
、
人
麻
呂
は
、
ニ
ー

チ
ェ
思
想
に
関
わ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
性
質
を
も
つ
「
多
力
者
」
と
し
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
茂
吉
が
「
多
力
者
」
と
い
っ

た
場
合
、
単
に
力
量
豊
か
な
者
の
意
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ニ
ー
チ
ェ
的
な
意
味

に
お
け
る
力
強
い
生
命
力
を
帯
び
た
者
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
茂
吉
に
お
け
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
機
会
を
あ
ら
た
め
て
論

述
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
「
デ
ィ
玉
無
ュ
ソ
ス
」
に
は
触
れ
ず
、
「
多
力
者
」

の
用
例
の
範
囲
に
お
い
て
検
討
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
茂
吉
は
人
麻
呂
の
長
歌
を
「
力
」
あ
る
も
の
と
言
い
、
「
多
力
者
が
気
を
抜

か
ず
に
一
気
に
や
っ
て
の
け
た
と
謂
ふ
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、

そ
の
代
表
作
と
し
て
「
過
近
江
荒
都
時
柿
本
朝
臣
人
命
作
歌
」
を
あ
げ
、
次

の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
に
　
を
　
は

　
　
こ
れ
な
ど
は
、
天
爾
遠
波
の
使
ひ
ざ
ま
な
ど
は
実
に
達
人
の
境
で
、
そ

　
　
の
大
き
な
波
動
を
な
し
て
音
調
の
進
ん
で
ゆ
く
さ
ま
は
心
ゆ
く
ば
か
り

　
　
で
あ
り
、
西
洋
の
詩
な
ど
と
違
っ
て
連
続
性
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
ず
、

　
　
そ
こ
に
微
妙
の
休
止
と
省
略
と
飛
躍
と
静
止
と
相
交
錯
し
た
変
化
を
保

　
　
た
せ
な
が
ら
進
行
せ
し
め
て
み
る
の
は
ど
う
し
て
も
多
力
者
の
為
業
で

　
　
あ
る
。
（
注
2
9
）

「
天
爾
遠
波
の
使
ひ
ざ
ま
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
れ
も
先
に
述
べ
た

言
語
を
駆
使
す
る
力
量
の
範
疇
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
多
力
者
は
「
天
爾

遠
波
」
の
運
用
に
優
れ
た
「
力
」
と
解
さ
れ
る
（
注
3
0
）
。

　
以
上
、
「
多
力
者
」
と
い
う
「
力
」
を
茂
吉
の
発
言
に
も
と
づ
い
て
検
討
し

た
。
こ
こ
で
比
較
の
た
め
に
多
力
者
で
な
い
と
茂
吉
が
言
っ
た
一
例
を
あ
げ

て
お
く
。

　
　
由
来
折
衷
と
か
穏
健
と
か
を
標
榜
す
る
者
に
限
っ
て
魯
鈍
者
は
無
い
。

　
　
み
ん
な
倒
巧
で
あ
る
。
万
葉
も
よ
し
古
今
も
よ
し
言
誤
も
よ
し
晶
子
も

　
　
よ
し
と
云
ふ
ん
だ
ら
う
。
然
し
奇
妙
に
さ
う
い
ふ
者
に
限
っ
て
多
力
者

　
　
は
無
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、
そ
の
折
衷
と
い
ふ
奴
は
つ
ま
り
露
伴
が
喝
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
し
た
…
様
に
『
胡
薙
髪
、
椎
茸
、
蓮
根
、
慈
姑
、
隠
元
豆
の
打
交
り
た
る
五

　
　
色
の
反
吐
』
に
過
ぎ
な
い
事
に
な
る
の
だ
。
然
も
本
人
は
大
多
力
者
の

　
　
つ
も
り
で
円
融
無
擬
に
折
衷
し
得
た
と
思
っ
て
み
る
（
大
正
二
年
二
月

　
　
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
。
（
注
3
1
）

血
豆
に
折
衷
し
得
る
者
は
多
力
者
で
な
い
と
言
い
、
叢
論
を
補
強
す
る
た
め

に
露
伴
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。
「
柿
本
人
事
私
見
覚
書
」
の
中
に
、
右
の

文
と
類
似
の
表
現
が
あ
る
。
該
当
箇
所
を
次
に
示
し
て
お
く
。
文
意
と
し
て

は
、
人
麻
呂
崇
拝
を
表
白
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
こ
の
私
の
人
麿
尊
敬
は
、
人
血
も
よ
し
業
平
も
よ
し
貫
之
も
よ
し
定
家

　
　
も
よ
し
景
樹
も
よ
し
晶
子
も
よ
し
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
さ
う
い
ふ
論

　
　
は
歌
の
歴
史
で
も
云
々
す
る
と
き
に
い
ふ
べ
き
こ
と
で
、
い
よ
い
よ
と

　
　
い
ふ
と
き
に
は
私
は
決
し
て
さ
う
い
ふ
こ
と
は
云
は
な
い
。
私
の
人
麿

　
　
尊
敬
は
い
よ
い
よ
と
な
れ
ば
人
麿
で
な
け
れ
ば
な
ら
ん
と
い
ふ
と
こ
ろ
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ま
で
行
っ
て
み
る
。
（
注
3
2
）

「
私
は
決
し
て
さ
う
い
ふ
こ
と
は
云
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
う
ち
に
は
、

折
衷
や
穏
健
を
潔
し
と
し
な
い
茂
吉
の
気
概
が
感
じ
ら
れ
、
そ
の
口
吻
か
ら

は
多
力
者
と
し
て
の
自
負
が
う
か
が
わ
れ
る
。

三
　
新
気
運
を
生
み
出
す
「
力
」
と
し
て

　
ま
た
、
「
多
力
者
」
は
茂
吉
に
お
い
て
「
気
運
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
次

に
あ
げ
る
の
は
、
「
短
歌
は
滅
亡
せ
ざ
る
か
」
の
設
問
に
応
じ
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
、
歌
壇
が
変
わ
る
た
め
に
は
、
「
多
力
者
」
の
出
現
が
必
須
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
き
し
や

　
　
但
し
そ
れ
に
は
や
は
り
『
多
力
者
』
の
出
現
が
要
る
の
で
あ
る
。
何
か

　
　
に
飽
和
さ
れ
た
や
う
な
気
運
か
ら
多
力
者
が
出
で
、
そ
の
多
力
者
を
中

　
　
心
と
し
て
一
つ
の
新
し
い
気
運
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
中
略
）
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
り
き
し
や

　
　
芸
術
本
来
の
面
目
は
、
『
多
力
者
』
の
出
現
奈
何
に
よ
っ
て
極
ま
る
の
で

　
　
あ
っ
て
、
こ
れ
は
動
か
す
こ
と
は
出
来
ま
い
。
（
中
略
）
そ
の
『
多
力
者
』

　
　
と
い
ふ
も
の
も
時
代
乃
至
国
土
の
雰
囲
気
か
ら
取
離
す
こ
と
が
出
来
な

　
　
い
（
大
正
一
五
年
七
月
「
改
造
」
）
。
（
注
3
3
）

こ
の
文
脈
に
お
い
て
多
力
者
は
、
新
気
運
を
生
み
出
す
「
力
」
と
解
釈
で
き

る
。
先
に
述
べ
た
多
力
者
を
個
別
的
状
況
に
お
け
る
「
力
」
と
す
れ
ば
、
こ

の
場
合
の
多
力
者
は
、
一
潮
流
の
形
成
に
関
与
し
時
間
軸
に
お
い
て
把
握
さ

れ
る
「
カ
」
と
言
え
よ
う
。

　
実
際
、
旧
来
の
「
根
岸
派
流
に
安
住
し
て
み
て
は
い
け
な
い
」
と
感
じ
た

茂
吉
は
、
新
気
運
の
醸
成
を
企
図
し
た
。
具
体
例
と
し
て
、
明
治
四
四
年
に

「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
編
集
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
阿
部
次
郎
や
木

下
杢
太
郎
へ
の
執
筆
依
頼
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
注
3
4
）
。
当
時
の
様
子

を
ふ
り
か
え
っ
て
、
茂
吉
は
阿
部
に
依
頼
し
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
阿
部
氏
に
御
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
本
号
（
明
治
四
四
年
九
月
「
ア

　
　
ラ
ラ
ギ
」
正
岡
子
規
十
周
年
記
念
号
I
l
引
用
者
）
が
は
じ
め
で
あ
る
。

　
　
か
う
い
う
事
も
編
集
者
と
し
て
の
私
の
当
時
の
意
向
が
分
か
る
の
で
あ

　
　
つ
て
、
私
は
阿
部
氏
の
文
章
を
前
か
ら
愛
読
し
、
阿
部
氏
を
尊
敬
す
る

　
　
の
あ
ま
り
そ
の
文
章
を
も
ら
っ
て
、
ア
ラ
ラ
ギ
の
新
気
運
を
成
就
す
る

　
　
力
と
せ
む
と
希
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
昭
和
八
年
一
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
二

　
　
十
五
周
年
記
念
号
）
。
（
注
3
5
）

歌
壇
外
部
に
執
筆
を
求
め
、
ア
ラ
ラ
ギ
内
に
新
風
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
気
運
を
つ
く
り
、
ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
の
、
ひ
い
て
は
歌
壇
の
閉
塞
を
打
破
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
味
で
時
間
を
要
す
る
も
の
の
、
着
実
な
方
法

と
言
え
る
。
「
本
号
」
に
あ
た
る
子
規
十
周
年
記
界
面
に
は
v
そ
の
阿
部
の
「
痴

者
の
歌
」
（
随
筆
）
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
明
治
四
五
年
五
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に

掲
載
さ
れ
た
同
じ
阿
部
の
「
象
徴
主
義
の
話
」
（
評
論
）
は
、
特
に
注
意
を
引

く
。
リ
ツ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に
も
と
づ
き
、
美
学
上
の
象
徴
と
芸
術
上
の

象
徴
の
違
い
が
論
じ
ら
れ
、
ホ
ー
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン

ズ
の
言
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
象
徴
的
短
歌
に
否
定
的
で

あ
っ
た
ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
人
に
い
か
に
読
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
阿
部
の
引
用
し
た
シ
モ
ン
ズ
の
§
馬
超
ミ
ぴ
。
書
、
ミ
。
薦
ミ
馬
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
恥

が
岩
野
泡
鳴
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
『
表
象
派
の
文
学
運
動
』
（
新
潮
社
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
る
の
は
、
一
年
あ
ま
り
後
の
大
正
二
年
一
〇
月
（
茂
吉
の
第
一
歌

集
『
赤
光
』
と
同
時
期
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
翌
月
に
泡
鳴
は
五
日
会
（
後
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の
十
日
会
）
を
発
足
し
た
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
岩
野
泡
鳴
氏
を
中

心
と
し
た
十
日
会
と
い
ふ
の
に
私
も
毎
月
出
席
し
た
り
し
て
」
（
注
3
6
）
い
た

と
い
う
茂
吉
の
言
葉
を
引
い
て
お
く
。

　
次
に
示
す
事
項
も
阿
部
に
信
頼
を
よ
せ
て
い
た
茂
吉
の
試
み
の
一
環
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
阿
部
は
明
治
四
五
年
二
月
四
日
の
「
読
売
新
聞
日
曜
附
録
」

に
「
内
生
活
直
写
の
文
芸
（
再
び
）
」
と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
た
。
茂
吉
は
そ

の
文
章
に
感
銘
を
受
け
、
二
度
に
わ
た
っ
て
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
に
抄
出
転
載
し

て
い
る
（
明
治
四
五
年
四
月
（
注
3
7
）
お
よ
び
大
正
三
年
七
月
）
（
注
3
8
）
。
こ

の
こ
と
は
、
茂
吉
に
お
け
る
阿
部
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
裏
付
け
る
と
と
も

に
、
当
時
に
お
け
る
茂
吉
の
関
心
の
所
在
を
知
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。

　
大
正
三
年
七
月
掲
載
の
文
章
か
ら
阿
部
の
文
章
部
分
を
引
き
写
す
。

　
　
デ
イ
オ
ニ
ゾ
ス
の
徒
は
一
切
を
精
神
に
翻
訳
し
て
精
神
生
活
の
内
容
と

　
　
し
て
価
値
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
之
を
描
写
す
る
故
に
彼
等
は
其
文
芸
を
し
て

　
　
自
己
の
内
生
活
と
共
に
舞
踏
せ
し
め
ん
と
す
る
。
宇
宙
の
一
切
を
招
致

　
　
し
て
自
己
と
共
に
舞
踏
せ
し
め
ん
と
す
る
。
三
千
世
界
が
我
が
心
と
同

　
　
じ
リ
ズ
ム
を
打
っ
て
流
動
せ
ん
事
を
要
求
す
る
／
内
生
活
直
写
の
用
に

　
　
堪
へ
ん
が
為
め
に
は
劇
も
詩
も
小
説
も
論
文
も
も
っ
と
内
化
さ
れ
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
ぬ
。
も
っ
と
正
直
な
素
撲
な
直
接
な
端
的
な
も
の
で
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
ぬ
（
注
3
9
＞

阿
部
の
文
に
は
、
「
精
神
生
活
の
内
容
」
や
「
内
生
活
直
写
」
と
い
っ
た
表
現

が
見
ら
れ
、
子
規
が
提
唱
し
た
客
観
写
生
の
説
の
う
ち
に
解
消
で
き
な
い
要

素
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
反
映
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
押
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
茂
吉
が
新
気
運
を
欲
し
た
背
景
と
そ
の
運
動
の
結
果
に
触
れ
て
お

き
た
い
。
歌
壇
全
体
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
は
短
歌
否
定
の
思
潮
が
あ
り
、

一
結
社
ア
ラ
ラ
ギ
の
立
揚
か
ら
は
、
「
当
時
の
日
本
歌
壇
か
ら
は
殆
ど
全
く
黙

殺
さ
れ
て
ゐ
、
森
鴎
外
等
少
数
の
専
門
家
を
の
ぞ
く
の
ほ
か
は
、
ア
ラ
ラ
ギ

の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
と
い
ふ
状
態
に
あ
っ
た
」
（
注
4
0
）
と
い
う
と
こ
ろ
に

理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
論
、
同
人
の
中
に
は
先
に
述
べ
た
よ
う

な
茂
吉
の
編
集
方
針
を
「
邪
道
」
と
見
な
し
快
く
思
わ
な
い
者
も
い
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
左
千
夫
と
の
対
立
を
際
立
た
せ
る
因
子
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
断
行
し
た
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
茂
吉
は
次
の
よ
う
に

分
析
す
る
。

　
　
ア
ラ
ラ
ギ
の
歌
風
は
い
ち
じ
る
し
く
一
般
歌
壇
に
進
出
し
、
ア
ラ
ラ
ギ

　
　
流
の
食
方
、
ア
ラ
ラ
ギ
流
の
表
現
法
、
ア
ラ
ラ
ギ
流
の
習
癖
が
一
般
歌

　
　
壇
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。
そ
れ
が
毎
月
殆
ど
加
速
度
的
に
進
行
し
た
と
謂
つ

　
　
て
い
い
。
ア
ラ
テ
ギ
は
遂
に
日
本
歌
壇
の
主
潮
流
を
形
成
す
る
に
至
つ

　
　
た
（
後
略
）
。
（
注
4
1
）

新
気
運
の
醸
成
を
果
た
し
得
た
と
の
判
断
で
あ
る
。
そ
し
て
「
主
潮
流
を
形

成
す
る
に
至
っ
た
」
そ
の
年
を
大
正
四
、
五
年
に
定
め
て
い
る
。

結
び

　
茂
吉
に
お
け
る
「
多
力
者
」
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
そ
の
発
言

に
即
し
て
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
結
果
、
大
き
く
二
種
の
意
味
合
い
で
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
実
作
者
の
立
場
か
ら
要
求
さ
れ

る
「
混
沌
の
衝
迫
」
を
言
語
化
す
る
「
力
」
で
あ
り
、
一
つ
は
時
代
の
雰
囲

気
と
か
か
わ
り
、
新
た
な
気
運
を
形
成
す
る
「
力
」
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
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は
残
る
。
本
文
中
で
触
れ
た
よ
う
に
、
人
麻
呂
を
「
多
力
者
」
と
言
う
と
き
、

そ
れ
は
ニ
ー
チ
ェ
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
る
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

人
麻
呂
に
お
け
る
「
多
力
者
」
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
茂
吉

が
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
」
に
持
た
せ
た
意
味
渉
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

〔
付
記
〕

　
、
本
稿
に
お
け
る
『
全
集
』
は
、
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』
（
全
三
六
巻
、
岩

　
波
書
店
、
昭
和
四
八
～
五
一
年
）
を
指
し
、
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
茂

　
吉
作
品
の
引
用
は
同
趣
に
拠
っ
た
。

　
、
引
用
文
は
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
か
ぎ
り
、
適
宜
通
用
の
文
字
に
改

　
め
た
。

（
注
－
）
「
柿
本
人
麿
私
見
覚
書
」
（
『
柿
本
人
麿
（
総
論
篇
）
』
の
う
ち
第
四
、

　
　
　
岩
波
書
店
、
昭
和
九
年
一
一
月
）
。
　
『
全
集
』
巻
一
五
、
一
六
七
頁
。

（
注
2
）
大
正
一
四
年
四
月
に
改
造
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
自
選
歌
集
『
朝
の

　
　
　
螢
』
の
巻
末
記
で
あ
る
。
後
に
、
「
「
朝
の
螢
」
巻
末
の
小
記
」
と
し

　
　
　
て
『
全
集
』
巻
一
一
所
収
。
七
五
四
頁
。

（
注
3
）
『
全
集
』
巻
九
、
五
三
頁
。

（
注
4
）
小
堀
桂
一
郎
「
斎
藤
茂
吉
に
お
け
る
「
多
力
へ
の
意
志
」
i
「
深

　
　
　
処
の
生
」
の
支
え
と
し
て
の
ニ
ー
チ
ェ
ー
」
『
近
代
日
本
の
思
想
と

　
　
　
芸
術
H
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
六
月
）
。
「
付
記
」
に

　
　
　
よ
る
と
、
同
論
文
は
、
『
全
集
』
月
報
二
一
五
、
七
、
八
号
に
連
載

　
　
　
し
た
「
斎
藤
茂
吉
と
ニ
ー
チ
ェ
」
を
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
注
5
）
「
濁
語
抄
i
歌
の
雑
誌
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
六
四
九
頁
。

（
注
6
）
『
全
集
』
巻
一
一
、
三
八
九
頁
。

（
注
7
）
日
本
語
訳
の
引
用
（
本
文
）
は
、
『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
（
白
水
社
、

　
　
　
一
九
八
二
年
一
一
月
）
に
拠
る
。

（
注
8
）
参
照
で
き
た
大
正
＝
二
年
三
月
の
『
ニ
イ
チ
エ
全
集
』
第
五
編
一

　
　
　
〇
版
（
新
潮
社
）
で
は
、
「
そ
は
力
へ
の
彼
等
の
意
志
の
声
な
り
」

　
　
　
と
改
め
ら
れ
、
「
威
力
」
は
「
力
」
に
改
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
注
9
）
茂
吉
の
使
用
し
た
辞
書
類
に
つ
い
て
は
、
『
全
集
』
巻
一
一
、
六
七

　
　
　
頁
及
び
一
二
九
頁
に
よ
っ
て
そ
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
。

（
注
－
o
）
現
在
容
易
に
手
に
で
き
る
辞
書
類
に
は
、
「
た
り
よ
く
」
の
読
み
で

　
　
　
「
多
力
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
、

　
　
　
小
学
館
）
、
『
広
辞
苑
』
（
第
五
版
、
岩
波
書
店
）
な
ど
。

（
注
1
1
）
『
全
集
』
巻
七
、
三
一
五
頁
。

（
注
1
2
）
「
三
筋
町
界
隈
」
『
全
集
』
巻
六
、
四
四
一
頁
。

（
注
1
3
）
『
折
り
折
り
の
人
1
』
（
朝
日
新
聞
社
編
、
昭
和
四
一
年
一
一
月
）
、

　
　
　
一
八
頁
。

（
注
1
4
）
『
阿
部
次
郎
と
斎
藤
茂
吉
』
上
（
桜
墨
汁
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
、

　
　
　
二
二
頁
。

（
注
1
5
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
岡
武
雄
は
「
茂
吉
の
最
も
愛
好
し
た
」
一
節
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で
あ
る
と
述
べ
、
北
住
は
「
茂
吉
の
胸
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
」
一

　
　
　
節
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
前
者
は
、
「
斎
藤
茂
吉
と
幸
田
露
伴
－

　
　
　
露
伴
文
学
の
影
響
に
つ
い
て
i
」
　
「
日
本
大
学
文
理
学
部
（
三
島
）

　
　
　
研
究
年
報
」
第
二
〇
輯
（
昭
和
四
六
年
一
二
月
）
、
九
七
頁
。
後
者

　
　
　
は
、
（
注
1
4
）
と
同
書
、
二
二
頁
。

（
注
1
6
）
茂
吉
は
、
『
ひ
げ
男
』
（
博
文
館
、
明
治
二
九
年
一
二
月
）
の
附
録

　
　
　
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
「
霜
曇
精
舎
雑
筆
」
を
読
ん
で
い
る
。

（
注
1
7
）
「
露
伴
先
生
に
関
す
る
私
記
」
『
全
集
』
巻
二
四
、
八
七
頁
。

（
注
1
8
）
「
幸
田
露
伴
」
『
全
集
』
巻
二
四
、
二
八
六
頁
。

（
注
1
9
）
「
万
葉
短
歌
砂
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
三
〇
四
－
三
〇
五
頁
。

（
注
2
0
）
「
ア
ラ
ラ
ギ
前
号
歌
評
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
三
七
四
頁
。

（
注
2
1
）
「
「
生
く
る
日
に
」
雑
感
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
三
八
○
頁
。

（
注
2
2
）
「
切
火
合
評
の
中
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
四
〇
二
頁
。

（
注
2
3
）
「
5
0
怨
敵
」
『
全
集
』
巻
九
、
六
八
i
六
九
頁
。

（
注
2
4
）
「
9
2
詞
の
吟
味
と
世
評
」
『
全
集
』
巻
九
、
一
二
六
一
一
二
七
頁
。

（
注
2
5
）
「
漫
言
其
の
一
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
三
六
頁
。

（
注
2
6
）
「
歌
評
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
五
七
四
頁
。

（
注
2
7
）
「
4
5
動
く
動
か
ぬ
」
『
全
集
』
巻
九
、
六
六
頁
。

（
注
2
8
）
『
斎
藤
茂
吉
研
究
』
（
目
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四
年
九
月
）
、

　
　
　
六
二
頁
。
藤
岡
武
雄
「
解
説
」
に
よ
る
と
、
同
書
は
、
昭
和
三
二
年

　
　
　
一
〇
月
（
三
文
館
）
の
刊
行
が
は
じ
め
で
あ
る
。
『
斎
藤
茂
吉
全
集
』

　
　
　
（
全
五
六
巻
、
岩
波
書
店
）
の
「
完
結
直
後
の
出
版
で
あ
り
、
当
時

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
、
多
く
の
手
が
か
り
や
示
唆
を
与
え
た
書
」
で

　
　
　
あ
る
。

（
注
2
9
）
「
柿
本
人
馴
私
見
覚
書
」
『
全
集
』
巻
一
五
、
　
一
八
七
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ん
　
　
や

（
注
3
0
）
「
露
伴
が
い
つ
ぞ
や
、
『
学
者
に
苦
あ
り
』
と
云
っ
て
文
を
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
　
に
　
を
　
は

　
　
　
こ
と
が
あ
る
。
歌
人
の
『
苦
』
は
一
つ
の
天
爾
遠
波
の
苦
に
あ
る
」

　
　
　
と
の
発
言
も
あ
る
（
「
気
運
と
多
力
者
と
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
八
九

　
　
　
五
頁
）
。

（
注
3
1
）
「
「
新
月
」
を
読
む
記
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
二
六
七
頁
。

（
注
3
2
）
『
全
集
』
巻
一
五
、
　
一
七
三
頁
。

（
注
3
3
）
「
気
運
と
多
力
者
と
」
『
全
集
』
巻
＝
、
八
九
二
頁
。

（
注
3
4
）
「
思
出
す
事
ど
も
」
（
大
正
八
年
一
〇
月
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
）
、
『
全
集
』

　
　
　
巻
五
、
三
八
頁
。
な
お
、
後
述
に
あ
が
る
大
正
三
年
に
は
、
阿
部
・

　
　
　
杢
太
郎
の
ほ
か
、
北
原
白
秋
・
室
生
犀
星
・
柳
澤
健
・
河
野
慎
吾
・

　
　
　
若
山
喜
志
子
・
山
村
暮
鳥
・
尾
山
篤
二
郎
・
萩
原
朔
太
郎
・
西
村
陽

　
　
　
吉
の
寄
稿
を
得
て
い
る
（
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
十
五
年
史
」
『
全
集
』
巻
藁

　
　
　
一
、
四
六
〇
頁
）
。

（
注
3
5
）
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
十
五
年
史
」
『
全
集
』
巻
二
一
、
四
二
八
頁
。

（
注
3
6
）
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
十
五
年
史
」
『
全
集
』
巻
一
＝
、
四
八
○
頁
。

（
注
3
7
）
「
雑
姐
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
　
一
八
三
i
一
八
五
頁
。

（
注
3
8
）
両
者
は
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
後
者
の
掲
載
分
は
縮

　
　
　
小
さ
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
、
「
ア
ポ
ロ
型
」
に
関
す
る
引
用
が
見

　
　
　
ら
れ
た
が
後
者
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
。

（
注
3
9
）
「
短
歌
雑
魚
－
題
目
数
個
」
『
全
集
』
巻
一
一
、
二
九
七
頁
。

（
注
4
0
）
「
ア
ラ
ラ
ギ
ニ
十
五
年
史
」
『
全
集
』
巻
二
一
、
四
〇
五
頁
。

（
注
4
1
）
「
ア
ラ
ラ
挙
党
十
五
年
史
」
『
全
集
』
巻
二
一
、
四
七
七
頁
。

一　34　一




